
 

 

別海中学校保護者の皆様へ 

平成２６年度 全国学力・学習状況調査の結果について 

別海町立別海中学校 

校長 五十嵐 淳一 

【正答率の標準化について】 

毎年の生徒数や問題数の相違から、平均正答率による単純な比較はできません。そこで、全国の正答率

を１００とする標準化得点に換算しました。 

 国語Ａ 国語Ｂ 数学Ａ 数学Ｂ 

別海中の標準化得点 ９４ ９６ 100 102 

全道の標準化得点 １００ １００ ９９ ９９ 

  全国と比較したときの別海中学校は、 

  ○国語Ａ、Ｂは全国の正答率を下回っている 

  ○数学Ａは全国の正答率と同等、数学Ｂは全国の正答率を上回っている 

 という結果になりました。いずれも昨年度の結果を上回っています。 

【国語】 

１．課題がある状況（正答率が全国、全道を大きく下回った問題） 

Ａ問題 Ｂ問題 

・目的に応じて、資料を効果的に活用して話す 

・登場人物の言動の意味を考え、内容を理解す 

・集めた材料を分類するなどして整理する 

・古典と昔話とを対応させて内容を捉える 

・複数の資料を比較して読み、要旨を捉える 

（正答者なし） 

・ものの見方や考え方について、根拠を明確にして自

分の考えを書く 

２．今後の対策と手立て 

対策 手立て 

・知識問題については、様々な場面で復習をとり

いれて定着させていく 

・自分の考えを文章にしたり発表したりする場面

を設ける 

・物語を読む際、場面ごとの展開やその場面の役

割を整理し、把握できるようにする 

・ワークの使用と繰り返し学習 

・定着確認ために小テストの実施 

・考えの交流の場面・・・気付きや考えを伝え合う（ペ

ア、グループでの話合い活動） 

・ディベートを使った授業の構築 

【数学】 

１．課題がある状況（正答率が全国、全道を大きく下回った問題） 

Ａ問題 Ｂ問題 

・指数を含む正負の計算 例 ２×（－５２） 

・絶対値の意味の理解  

・底面が合同で高さが等しい円柱と円錐の体積の 

関係の理解（正答者なし） 

・比例の関係を式に表す（正答者なし） 

・反比例のグラフと表を関連付けて理解している 

・空間における図の位置関係 

・空間における位置の読み取り 



 

 

２．今後の対策と手立て 

対策 手立て 

・式の説明に慣れさせる 

・関数の意味をとらえさせる 

・関数の関係を見出し表現させる 

・空間認識能力を身につける 

・いろいろな例題を用いて数をこなす 

・比例、反比例，一次関数等の関係を表、式、グラフ

等を用いて導き出すことができるようにする 

・実感を伴って理解できる教材や教具を工夫する 

・空間図形と相似、空間図形と三平方の定理などの組

み合わせを考え、多くの問題に取り組ませる 

 

【生徒質問紙】 

１．満足できる状況 

  ・朝食を毎日食べていますか？・・・100％（全国83.8%） 

  ・人の気持ちが分かる人間になりたい・・・100%（全国77.6%） 

  ・自分には良い所がある・・・「どちらかと言えば」も入れて100%（全国67.1%） 

  ・学級みんなで協力し何かをやり遂げ、うれしかった・・・80.0%（全国58.5%） 

  ・地域や社会で起こっている出来事への関心・・・80.0%（全国55.6%） 

 ・授業で分からないことがあったら・・・その場で尋ねる６０%（全国10.8%） 

 ・その他・・・学習に関しては、国語より数学に対するプラスの思いが多い。 

２．課題がある状況 

※家庭学習に関すること 

  ○ テレビゲーム（含むコンピューターゲーム、携帯ゲーム機） 

    まったくしない…１人 １時間～４時間以下…４人、８０％（全国27.1%） 

  ○ メール＆インターネット（携帯含む）２時間以下ではあるが使用率が高い（全国15%） 

○ 家庭学習の時間（月～金）２時間以上…１人、２５％（全国35.1%） 

    家庭学習の時間（土、日）３時間以上…０%（全国16.9%） 

      家で宿題、復習はやるが、予習はやらない。 

※授業に関すること 

  ○ 感想文や説明文を４００字詰め原稿用紙２～３枚に書く事を60%が難しいと感じている。 

  ○ 自分の考えを説明したり、文章を書いたりするのが、どちらかと言えば難しい、難しいと思う、

をあわせると60%（全国も同様） 

３．今後の対策と手立て 

 ※家庭学習について 

  ○ 自学意識の向上と家庭学習の内容の充実（昨年度よりは定着） 

 ○ 家庭の協力（テレビゲーム、インターネットに関してのルールづくり） 

 ※授業に関すること  

  ○ 日常的な言語活動を通して、聞く、書く、話す、伝える、のサイクルを授業で多く取り入れる。 

○ 教科指導、総合的な学習の時間、道徳、特別活動などあらゆる領域で、生徒一人一人の達成感が

得られるような指導を充実させる。 


